
市内での出来事
や市に関する情
報を紹介します

市公式 Facebook 市公式 LINE

イベント情報や
防災・気象情報を
お届けします

人や風景写真な
どを通して魅力
を発信します

市公式 Instagram
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成
年
後
見
制
度
は
、
大
き
く
分
け
る

と
、
法
定
後
見
制
度
と
任
意
後
見
制
度

の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

法
定
後
見
制
度

　　

現
在
、
判
断
能
力
が
十
分
で
な
く
な

っ
た
方
を
支
え
る
制
度
で
す
。

　

ご
本
人
の
判
断
能
力
の
程
度
に
応
じ

て
、「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」の
３
つ
の

制
度
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
援
者
に
選
ば
れ
る
の
は
、

ご
本
人
の
配
偶
者
・
親
・
兄
弟
姉
妹
な

ど
の
親
族
や
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
・

社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門
職
で
す
。

任
意
後
見
制
度

　

ご
本
人
の
判
断
能
力
が
十
分
で
な
く

な
っ
た
場
合
に
備
え
る
制
度
で
す
。

　

判
断
能
力
が
あ
る
う
ち
に
、
将
来
、

判
断
能
力
が
不
十
分
な
状
態
に
な
っ
た

時
に
備
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
自
ら
が
選

ん
だ
支
援
者
と
自
分
の
生
活
・
財
産
の

管
理
方
法
な
ど
を
定
め
て
契
約
し
て
お

き
ま
す
。

愛する地域に住み続けたい

成年後見制度
後見人があなたを守る

　成年後見制度は、判断能力が十分
でない方が、財産侵害を受けたり、
人としての尊厳が損なわれることが
ないように、法律面や生活面で支援
する仕組みです。
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制
度
を
利
用
し
た
Ｎ
さ
ん
の
例

　

Ｎ
さ
ん
は
高
齢
で
す
が
一
人
で
元
気

に
暮
ら
し
て
い
る
…
と
離
れ
て
暮
ら
す

息
子
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

海
外
在
住
の
息
子
が
久
し
ぶ
り
に
帰

省
す
る
と
、
近
所
の
方
が「
区
費
が
払

え
て
い
な
い
」と
集
金
に
来
ま
し
た
。

心
配
に
な
り
、
郵
便
物
の
確
認
を
す
る

と
、
市
役
所
か
ら
の
通
知
や
通
販
の
請

求
書
が
、
家
の
あ
ち
こ
ち
に
放
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

Ｎ
さ
ん
は
、
お
金
や
書
類
の
管
理
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

物
忘
れ
も
あ
り
今
後
の
生
活
が
心
配

で
す
。
近
く
に
頼
れ
る
親
族
は
な
く
、

自
分
は
、
海
外
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
成
年
後
見
制
度
を

利
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

法
定
後
見
制
度
利
用
後

　

家
庭
裁
判
所
で
の
手
続
き
後
、Ｎ
さ
ん

の
状
況
に
合
っ
た
保
佐
人
が
家
庭
裁
判

所
に
よ
り
選
任
さ
れ
、区
費
の
支
払
い
な

ど
の
お
金
の
管
理
や
、市
役
所
へ
の
申
請

な
ど
の
書
類
管
理
が
保
佐
人
の
支
援
で

問
題
な
く
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｎ
さ
ん
は
、
生
活
環
境
が
大
き
く
変

わ
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
地
域
で
暮
ら

し
て
い
け
る
見
通
し
で
す
。

こんな悩み事はありませんか…？

軽度の認知症で一人
暮らしの母を悪徳商
法から守りたい

障害のある子の
親亡き後が心配

後見人などによ
る金銭管理、各
種手続きへの支
援を受けること
ができます。

必要のない契約
を取り消すこと
ができます。

お子さんの契約
行為や財産管理
のお手伝いがで
きます。

預貯金の出し入れな
ど金銭管理やいろい
ろな手続きが、一人
でできるか心配にな
ってきた

成年後見制度を利用することで
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Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

自身の将来のために
� 知ってほしい。

南丹市権利擁護・成年後見センター　相談支援員

林　高秀（社会福祉士・精神保健福祉士）
　南丹市権利擁護・成年後見センターで成年後見制度に関する相談支援を担当。
また、自身も成年後見人として活動中。

─
普
段
は
後
見
人
と
し
て
ど
ん
な
後

見
活
動
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

林　

利
用
者（
被
後
見
人
）の
生
活
の
質
を
豊

か
に
す
る
お
手
伝
い
と
し
て
、
財
産
の
管

理
、
例
え
ば
本
人
の
収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン

ス
を
整
え
必
要
な
と
こ
ろ
に
お
金
が
使
え
る

よ
う
な
支
援
や
、
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
契
約
の
支
援
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
利

用
者
に
よ
っ
て
細
か
な
支
援
内
容
は
異
な
り

ま
す
。

ー
利
用
者
に
よ
っ
て
支
援
内
容
が
大

き
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で
す
か
。

林　

変
わ
り
ま
す
。
利
用
者
と
い
っ
て
も
、

認
知
症
の
方
や
日
常
生
活
は
一
人
で
で
き
る

が
、
お
金
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
一
人
で
は
難

し
い
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
生
活
能
力
だ
け
で
な
く
、
利
用

者
一
人
一
人
に
性
格
が
違
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
方
の
環
境
や
性
格

に
合
わ
せ
た
支
援
内
容
、
方
法
を
利
用
者
と

一
緒
に
考
え
ま
す
。
ま
ず
は
利
用
者
の
こ
と

を
よ
く
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

ー
ま
ず
は
利
用
者
を
知
る
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
る
の
で
す
ね
。
人
そ
れ
ぞ
れ

と
な
る
と
苦
労
す
る
こ
と
も
多
い
で

す
か
。

林　

利
用
者
一
人
一
人
に
違
い
が
あ
る
な
か

で
、
利
用
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
日
々

勉
強
が
必
要
で
す
。
利
用
者
の
支
援
を
し
て

い
く
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の
歩
み
を

一
緒
に
走
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と
は
大
変
意
義

の
あ
る
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
、
何
よ
り
利
用
者
か
ら
の「
あ
り
が
と
う
」

が
活
動
を
続
け
て
い
く
う
え
で
の
励
み
に
な

り
ま
す
。

ー
最
後
に
、
読
者
の
皆
さ
ん
に
伝
え

た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

林　

全
国
的
に
は
、
ま
だ
ま
だ
こ
の
制
度
を

知
ら
な
い
方
は
多
く
、
知
っ
て
い
て
も
私
に

は
不
要
だ
と
思
う
方
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
将
来
の
こ
と
な
ど
誰
に
も
わ

か
り
ま
せ
ん
。
い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な
い

「
い
ざ
と
い
う
時
」の
た
め
に
備
え
て
お
く
こ

と
は
と
て
も
大
切
で
す
。
今
は「
こ
ん
な
制

度
が
あ
る
ん
だ
な
」そ
ん
な
ふ
う
に
頭
の
片

隅
に
置
い
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。
ま

た
、
も
し
今
困
っ
て
い
る
方
や
、
も
う
少
し

こ
の
制
度
に
つ
い
て
知
っ
て
み
た
い
と
思
わ

れ
た
方
は
、
後
見
セ
ン
タ
ー
で
随
時
制
度
説

明
な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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南
丹
市
権
利
擁
護
・
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー

　

令
和
2
年
4
月　

福
祉
相
談
課
に「
成
年

後
見
制
度
」に
関
す
る
相
談
窓
口
が
で
き
ま

し
た
。

　

成
年
後
見
制
度
は
、
判
断
能
力
が
十
分
で

な
い
方
を
法
律
面
や
生
活
面
で
支
え
る
大
切

な
制
度
で
す
が
、
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
は
な

く
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
が
決
定

す
る
と
、
ご
本
人
の
判
断
能
力
が
回
復
し
な

い
限
り
は
、
利
用
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
制
度
の
仕
組
み
を
理
解
し

た
う
え
で
、
利
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

し
か
し
、「
制
度
の
名
称
を
聞
い
た
こ
と

は
あ
る
が
、
内
容
ま
で
は
知
ら
な
い
」と
い

う
方
が
多
く
、
制
度
に
関
し
て
の
認
知
度
は

低
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

南
丹
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
制
度
に

つ
い
て
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
市
民
に
と
っ
て
身
近
な
市
役
所（
福
祉

相
談
課
）に「
南
丹
市
権
利
擁
護
・
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
ま
し
た
。

相
談
・
利
用
支
援
に
つ
い
て

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
年
後
見
制
度
に
関
す

る
こ
と
、
成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
た
め

の
手
続
き
、
専
門
職
団
体
の
案
内
、
提
出
書

類
に
つ
い
て
の
相
談
を
社
会
福
祉
士
が
お
受

け
し
ま
す
。

【
日
時
】

　

月
曜
日
～
木
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
４

時（
祝
祭
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

　

予
約
の
方
が
優
先
と
な
り
ま
す
の
で
、
来

所
前
に
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

成
年
後
見
制
度
は
愛
す
る
地
域
に
住
み
続
け

る
助
け
と
な
り
ま
す
。

後
見
人
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者
が
全
力

で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ま
ず
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

南
丹
市
権
利
擁
護
・
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー（
福

祉
相
談
課
）

住
所
：
南
丹
市
園
部
町
小
桜
町
47
番
地　

℡
：（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
２
３

【
南
丹
市
役
所
４
号
庁
舎
１
階
】

　南丹市の成年後見制度の利用促進については、関係機関（各相談窓口）、
京都弁護士会・京都司法書士会・京都社会福祉士会・南丹市社会福祉協議
会にご協力いただき、連携・協議を図りながら進めています。

南丹市権利擁護・成年後見センター
（南丹市役所福祉相談課）

南丹地域包括支援センター 南丹市障害者基幹相談支援センター
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　市職員に支給される給与は、国家公務員の給与を参考
にしながら、市議会の審議を経て条例や規則によって定
められます。
　市民の皆さんに、職員の給与などについて理解を深め
ていただくため、市職員の給与などの実態について令和
２年４月１日現在の主な内容を公表します。

（1） 人件費の状況（平成31年度普通会計決算見込）

住民基本台帳人口
（令和2年3月31日現在）

歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率
（B／A）

31,303人 22,947,901
千円

616,038
千円

3,556,959
千円 15.5％

※　人件費には、特別職（常勤および非常勤）・議員に支給される
給料・報酬などを含みます。（事業費支弁人件費を含みます。）

　　普通会計とは、地方財政分析上統一的に用いられる会計区分
で、一般会計、市営バス運行事業特別会計などの合計です。

（3） 職員の平均年齢、平均給料月額および
　　 平均給与月額の状況（令和2年4月1日現在）

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 42.3歳 315,355円 378,276円

技能労務職 56.2歳 306,100円 312,963円

※ 「平均給料月額」とは、令和2年４月１日現在における基本給の
平均です。

　 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、
通勤手当、住居手当など諸手当の額を合計したものです。

（4） 一般行政職職員の初任給の状況（令和2年4月1日現在）

区　分
南丹市 国

初任給 2年目経過日 初任給 2年目経過日

大学卒 182,200円 193,900円 182,200円 193,900円

高校卒 150,600円 158,900円 150,600円 158,900円

学校卒業後、ただちに採用された職員の初任給と、その後引き続き２
年間勤務したときの給料月額は、次のとおりです。

（2） 職員給与費の状況（令和２年度普通会計当初予算）

職員数
（A）

給　与　費 1人当たり
の給与額
（B／A）給　料 職員手当 期末・勤勉

手当 計（B）

336人 1,298,608
千円

224,423
千円

514,805
千円

2,037,836
千円

6,065
千円

令和2年度の普通会計当初予算に計上された一般職員の給与費の
状況は次のとおりです。

※　職員手当には退職手当は含みません。

（5） 級別職員の状況（令和2年4月1日現在）

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１　級 主事、一般技能職 38人 10.2％
２　級 主事、一般技能職 86人 23.1％
３　級 主査、主任 50人 13.4％
４　級 係長 71人 19.0％
５　級 課長補佐 62人 16.6％
６　級 課長、局長、事務局次長、参事 49人 13.1％

７　級 部長、支所担当長、会計管理者、
次長、教育参事、議会事務局長 17人 4.6％

計 373人 100.0％

職員数は、市の給与条例に基づく給料表の級区分によるものです。標
準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

※　職員数は、市長、副市長、教育長、船井郡衛生管理組合、京都
府住宅新築資金等貸付事業管理組合及び京都中部総合医療セン
ターへの派遣職員を除いた数です。

（6） 職員手当の状況（令和2年4月1日現在）

区分 南丹市 国

扶
養
手
当

●配偶者　6,500円
●子　10,000円
●父母等 　１人につき　 6,500円

●満16歳〜満22歳までの子１人につき　5,000円加算

南丹市
と同じ

住
居
手
当

●借家の場合
　�　月額16,000円を超える家賃支払い者に対し、家

賃月額により、月額28,000円を限度に支給

南丹市
と同じ

通
勤
手
当

●交通機関利用者は、55,000円を限度に全額を支給
●交通用具利用者は、通勤距離に応じ支給

南丹市
と同じ

管
理
職
手
当

●部長級　　給料月額の13.0％
●次長級　　給料月額の11.0％
●課長級　　給料月額の  9.0％

定額制

期
末
・
勤
勉
手
当

区分 期末手当 勤勉手当 合　計

南丹市
と同じ

  6月期 1.3月分
（1.1月分）

0.95月分
（1.15月分）

2.25月分
（2.25月分）

12月期 1.3月分
（1.1月分）

0.95月分
（1.15月分）

2.25月分
（2.25月分）

計 2.6月分
（2.2月分）

1.9月分
（2.3月分）

4.5月分
（4.5月分）

職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり
※（　　）内は、管理職員の支給月数です。

　2㎞以上　5㎞未満 月額　2,000円
　5㎞以上10㎞未満 月額　4,200円
10㎞以上15㎞未満 月額　7,100円
15㎞以上20㎞未満 月額10,000円
20㎞以上25㎞未満 月額12,900円
25㎞以上30㎞未満 月額15,800円
30㎞以上35㎞未満 月額18,700円
35㎞以上40㎞未満 月額21,600円
40㎞以上45㎞未満 月額24,400円
45㎞以上50㎞未満 月額26,200円
50㎞以上55㎞未満 月額28,000円
55㎞以上60㎞未満 月額29,800円
60㎞以上 月額31,600円

南 丹 市 職 員　
給与を公表します
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（参考）ラスパイレス指数の状況（平成31年４月１日現在）
国 京都府 京都市 南丹市 その他

100.0 99.3 101.8 97.0

府内市平均 98.8
（京都市除く）

府内市町村平均 97.8
（京都市除く）

全国市平均 98.9

※　ラスパイレス指数とは、国家公務員の平均給与額を100.0とし
て算定した時の地方公務員の平均給与額の指数です。

（9） 定員適正化計画の数値目標及び進捗状況

区　　分 報酬等月額 期末手当支給割合

市 長 736,000円

副 市 長 647,800円

教 育 長 579,200円 6月期　1.7月分

議 長 470,000円 12月期　1.7月分

副 議 長 415,000円 計　3.4月分

常 任 委 員 長 390,000円 （加算措置あり）

議会運営委員長 390,000円

議 員 380,000円

（7） 特別職の報酬などの状況（平成31年4月１日現在）

南丹市では、平成29年４月に第３次「南丹市職員定員適正化計画」を
策定しました。これまでから非常に厳しい財政状況の中、市民協働の推
進や民間活力の活用など行政のスリム化を進めてきました。今後も、さ
らなる職員の資質向上、効率的な組織体制の構築を目指し、真に必要と
なる職員数を確保しつつ、定員の適正化を進めていきます。

（8） 職員数の状況（令和2年４月１日現在）

職　員　数
対前年
増減数平成31年度

（平成31年４月１日現在）
令和2年度

（令和2年４月１日現在）

一
般
行
政
部
門

議 会 4 4
総 務 97 99 2
税 務 16 15 △１
民 生 98 92 △6
衛 生 22 25 ３
農林水産 20 20
商 工 9 9
土 木 33 34 1
小 計 299 298 △1

特
別
行

政
部
門

教 育 44 42 △2
消 防 − −
小 計 44 42 △2

公
営
企
業
等

会
計
部
門

上 水 道 11 11
下　　水 9 9
そ の 他 13 13
小 計 33 33

合　計 376〔397〕 373〔397〕 △3

計画期間
数値目標

始　期 終　期

平成29年４月１日 令和４年４月１日
　平成29年４月に387人であった職員
総数を、令和3年度末までに「9.6％」に
あたる「37人」を削減する。

区　　分
職員数（人）

構成比（％）
男 女

20歳未満 3 3 0 0.8
20歳〜23歳 16 4 12 4.3
24歳〜27歳 41 16 25 11.0
28歳〜31歳 38 20 18 10.2
32歳〜35歳 21 15 6 5.6
36歳〜39歳 14 7 7 3.8
40歳〜43歳 40 26 14 10.7
44歳〜47歳 75 42 33 20.1
48歳〜51歳 49 24 25 13.1
52歳〜55歳 36 20 16 9.7
56歳〜59歳 40 25 15 10.7

合　計 373 202 171 100.0

1. 部門別職員数の状況

1. 定員適正化目標（数・率）

平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

387人 384人 380人 370人 360人 350人

387人 382人 378人 377人

2.  各年４月１日現在における定員の数値目標と総職員数
　（上段：目標値、下段：職員数）＊職員数には派遣職員を含みます。

2. 年齢別職員構成の状況

退
職
手
当

自己都合 応募認定退職・定年退職

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分

勤続25年 28.0395月分 33.27075月分

勤続35年 39.7575月分 47.7090月分

最高限度額 47.7090月分 47.7090月分

・定年前早期退職特例措置あり（２％〜30%加算）

退
職
手
当

区　分 算定方式 支給時期

市　長 給料月額×任期１年につき530/100 任期毎に支給

副市長 給料月額×任期１年につき315/100 任期毎に支給

教育長 給料月額×任期１年につき270/100 任期毎に支給

※　退職手当については、京都府市町村職員退職手当組合に加入し
ており、同組合の規定による支給率です。

※　職員数は、地方公共団体定員管理調査に基づく職員数です。
 ［　　　］内は、条例定数の合計です。

特
殊
勤
務
手
当

区　分 全職種

特殊勤務手当予算額 275千円

職員全体に占める手当
支給対象職員の割合 6.70％

給料総額に対する比率 0.01％

手当の種類（手当数） 2種類

代表的な手当の名称 伝染病防疫等作業手当・汚物処理作業手当

※　令和2年度の普通会計当初予算に計上された特殊勤務手当の状
況です。

※　退職手当については、京都府市町村職員退職手当組合に加入し
ており、同組合の規定による支給率です。

区　分
部　門
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　10月18日、南丹市役所駐車場、
そのべお城通りで京都・南丹園部
城祭りが開催されました。
　当日は南丹市役所駐車場でさま
ざまなお店が出店されており、小
さい子どもからお年寄りの方まで
多くの参加者でにぎわいを見せま
した。また、ステージでカラオケ
大会などの催しも行われており、
祭りの参加者を楽しませました。
　午後7時30分からはステージの
カウントダウンとともに花火が打
ちあがりました。また、花火の様
子はなんたんテレビで生放送され
ました。

　9月12日、八木町にある文覚池でコウノトリの巣塔
設置記念式典が開催されました。
　コウノトリの巣塔は8月30日に設置されたもので、
高さがおよそ13メートルあり、コウノトリが巣を作り
やすいようにと巣台が取り付けられています。
　巣塔の設置場所は田んぼに囲まれているなど、コウ
ノトリにとって暮らしやすい環境とのことで、早けれ
ば来年の春ごろにコウノトリの巣作りを見ることがで
きるかもしれません。

「
園
児
た
ち
へ
お
絵
描
き
帳
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

「
幸
せ
を
運
ぶ
鳥
の
巣

作
り
、
来
春
に
期
待
」

（
10
／
6　

聖
家
族
幼
稚
園　

お
絵
描
き
帳
贈
呈
）

（
９
／
12　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
巣
塔
設
置
記
念
式
典
）

▲ダンスを披露する園児ら

▲祭りを締めくくる花火

▲出店に並ぶ祭りの参加者ら

「
園
部
町
の
歴
史
を
感
じ
る
。
園
部
城
祭
り
」

（
10
／
18　

京
都
・
南
丹
園
部
城
祭
り
）

　10月6日、聖家族幼稚園で園児へお絵描き
帳の贈呈がありました。
　落書き帳は6月に予定されていた私立幼稚
園園児大会のお土産とする予定でしたが、新型
コロナウイルス感染症の影響により中止され、
市教育委員会が渡すことになったものです。
　当日は木村教育長が年長児26人に「楽しい
絵や夢を描いてください」というメッセージ
とともにお絵描き帳を手渡しました。
　また、お絵描き帳を贈呈後、園児たちが
「ありがとうございました」という大きな声と
ともに、元気いっぱいのダンスを披露し、お
礼を伝えました。

◀（
左
）コ
ウ
ノ
ト
リ
の
巣
塔
、（
右
）西
村
市
長
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　10月3日、国際交流会館イベントホ
ールで、南丹市テレビ人権講演会が開
催されました。
　講師には、落語家の桂三風さんを招
き講演と落語を披露されました。三風
さんは、「周囲の状況をよく考え、思
いをめぐらす、慮る」という気持ちを
もって人と接することの大切さを語り
ました。
　また、講演の様子はなんたんテレビ
で生放送されました。

　宝くじの社会貢献広報事業として
実施しているコミュニティ助成事業
を活用し、天引区が公民館の備品を
整備されました。
　今まで冷暖房設備のなかった会議
室にエアコンを設置し、コピー機、
机、椅子を新たに購入されました。
　会議室は集会などが行われており、
会議などの効率化が期待されます。
区の役員は来年度以降のイベント開
催に向け、今後も公民館を活用し、
地域の活性化に向けた取り組みを続
けていきたいと意気込みを語ってお
られました。

　10月１日、南丹市役所の市長室で介護
相談員の委嘱状の交付式を行いました。
　再度、委嘱される２名と、この度新たに
委嘱される２名が出席されました。
　南丹市介護相談員は、市内の介護保険
施設を訪問し、利用者のみなさんからお話
をお聴きすることで、悩みや不安の解消、
介護サービスの質的向上を図ることを目的
に、活動されます。
　現在市内では、再委嘱・新規委嘱された
４名を含め、９名の介護相談員に活動して
いただいています。

「
や
さ
し
い
時
代
を
築
い
て
い
き
た
い
」

「
宝
く
じ
の
力
で
地
域
活
性
化
を
目
指
す
」

「
市
内
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
期
待
」

「
町
づ
く
り
と
地
域
振
興
の
推
進
に
尽
力
」

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）

（
10
／
１　

介
護
相
談
員
の
委
嘱
状
交
付
式
）

（
9
／
20　

野
中
理
事
長
銅
像
除
幕
式
）

▲講演会の様子

（
10
／
3　

南
丹
市
テ
レ
ビ
人
権
講
演
会
）

　９月20日、園部町の京都るり渓温泉で
野中理事長銅像除幕式が行われました。
　建立されたのは、るり渓高原の管理運
営を進める公益財団法人園部町振興公社
理事長の、野中一二三さんの銅像で、園
部町長を7期27年務めるなど、長きにわた
り町づくりに携わった功績を讃えたもの
です。
　除幕式には、市長をはじめ市議会議長
や地元議員のほか、約60名の関係者が出
席されました。

▲式典出席者らと記念撮影

▲左から中川さん、大上さん、森さん、村上さん、西村市長

▲整備された公民館
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こ
ん
に
ち
は
。
南
丹
市
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
吉
田
で
す
。
だ
ん
だ
ん
と
冬

の
兆
し
が
見
え
る
く
ら
い
寒
く
な
っ
て

き
ま
し
た
ね
。

　

僕
は
南
丹
市
の
農
業
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
着
手
す
る
べ
く
、
協
力

隊
に
赴
任
し
ま
し
た
。
活
動
は
色
々
あ

り
ま
す
が
、
や
は
り
一
番
地
域
の
方
々

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
サ
ツ
マ
イ

モ
栽
培
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
土
づ

く
り
か
ら
収
穫
、
出
荷
ま
で
自
分
自
身

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
な
ぜ
南
丹
市
で
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ん

だ
？
」
と
い
う
声
は
協
力
隊
に
な
っ
て

か
ら
す
ぐ
に
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
問
わ

れ
ま
し
た
。

　

最
た
る
理
由
は
前
職
、
福
島
県
で
大

規
模
甘
藷
営
農
を
し
て
い
た
と
い
う
経

験
が
あ
る
か
ら
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

中
山
間
地
農
業
を
救
い
、
新
た
な
担

い
手
を
つ
く
る
う
え
で
サ
ツ
マ
イ
モ
は

非
常
に
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
と
思

−13−

っ
た
か
ら
で
す
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
は
水
は
け
の
問
題
さ
え

解
決
で
き
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
場
所
で

も
丈
夫
に
育
っ
て
く
れ
ま
す
。
し
か

も
、
栽
培
方
法
は
数
あ
る
野
菜
の
な
か

で
も
最
も
簡
単
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ

う
。

　

実
際
、
今
年
一
年
で
栽
培
し
ま
し
た

が
、
収
穫
高
は
中
々
良
好
。
ふ
ら
っ
と

美
山
の
直
売
所
に
出
し
て
も
一
週
間
ほ

ど
で
完
売
す
る
ほ
ど
人
気
の
商
品
に
な

り
ま
し
た
。

　

南
丹
市
の
甘
藷
栽
培
普
及
の
た
め
、

来
年
か
ら
は
本
格
的
に
種
苗
生
産
を
開

始
し
ま
す
。
僕
が
大
規
模
に
甘
藷
苗
の

栽
培
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
来
年
か

ら
安
価
で
丈
夫
な
苗
を
供
給
し
て
い
く

と
い
う
わ
け
で
す
。

　

来
年
は
栽
培
面
積
を
増
や
す
つ
も
り

な
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

▲道の駅で販売されているサツマ
イモ

　

昭
和
50
年
か
ら
４
期
16
年
間
、
園

部
町
議
会
議
員
と
し
て
議
会
運
営
に

携
わ
ら
れ
、
経
済
常
任
委
員
会
委
員

長
を
は
じ
め
、
各
種
委
員
と
し
て
、

ま
ち
の
基
盤
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

昭
和
60
年
５
月
か
ら
平
成
21
年
４

月
ま
で
の
24
年
間
は
保
護
司
と
し

て
、
犯
罪
や
非
行
の
予
防
な
ら
び
に

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
の

援
助
な
ど
、
更
生
保
護
行
政
に
心
血

を
注
が
れ
ま
し
た
。
平
成
18
年
11
月

に
は
こ
れ
ま
で
の
多
年
に
わ
た
る
功

績
に
よ
り
、
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
民
生
児
童
委
員
や
園
部
町

体
育
協
会
会
長
の
ほ
か
、
船
井
郡
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
を
歴
任
さ
れ

る
な
ど
、
町
民
の
豊
か
な
生
活
を
守

る
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
高
齢
者
叙
勲
受
章
に
対
し

上
野
さ
ん
か
ら「
こ
れ
以
上
な
い
最

高
の
喜
び
で
す
。
章
を
い
た
だ
い
た

こ
の
時
ま
で
元
気
で
い
ら
れ
た
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
地
域

の
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
た
お
か
げ

で
す
。
支
え
て
い
た
だ
い
た
方
々
に

感
謝
し
ま
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

人
この道☆ひと筋

高齢者叙勲

旭日単光章

「町政の進展と
地域の発展に寄与」

上
うえ

野
の

　嘉
よし

雄
お

さん
（園部町･88）
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南丹の景観ちょっと情報 景観の小窓

第 37 景

届
出
対
象
行
為
は
、
工
事

着
工
の
30
日
前
ま
で
に
届

け
出
を
！

美
山
町
地
域
で
、
建
築
物
の
建
築

や
工
作
物
の
建
設
、
土
地
の
形
質
変

更
、
土
石
な
ど
の
堆
積
を
行
う
場
合

に
は
、
着
工
す
る
30
日
前
ま
で
に
市

へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
出
対

象
行
為
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
行
お
う
と
す
る
行
為
が
届

け
出
の
対
象
に
な
る
か
な
ど
、
ご
不

明
な
点
や
景
観
計
画
に
関
す
る
こ
と

は
、
地
域
振
興
課
ま
た
は
美
山
支
所

総
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
南
丹

市
に
関
わ
る
多
く
の
方
々
と
一
緒

に
、
優
れ
た
景
観
を
守
り
育
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
振
興
課

℡（
０
７
７
１
）６
８-

０
０
１
９

美
山
支
所
総
務
課

℡（
０
７
７
１
）６
８-

０
０
４
０

【美山町樫原区】
　大野ダムから府道12号線を美山支所方面に向か
うと、左手に樹齢300年・幹回り7.8ｍにもなるケヤキ
の大木が見えてきます。大ケヤキの先に進むと、安産
の神様を祀る「大原神社」があり、さらにその先には、
日本最古の農家住宅で、伝統的な北山型とよばれる
形態意匠をもち、国の重要文化財に指定されている
「石田家住宅」があります。
　大ケヤキの巨木から石田家住宅へ続く街道は、周
囲の建物や神社、樹木が良好な景観を形成してお
り、散策にぴったりの地域となっています。

ケヤキの大木 大原神社の参道

石田家住宅① 石田家住宅②

美山町　樫原区
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▲松山城の歴史を学ぶ区民の皆さ
ん

▲収穫したゆずを選別する区民の皆さん

　

林
区
を
縦
断
す
る
西
の
鯖
街
道（
国

道
一
六
二
号
）沿
い
に
は
30
年
前
に
区

で
植
樹
し
た
桜
並
木
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
桜
が
て
ん
ぐ
巣
病
に
な
っ
た
た
め
、

区
民
の
手
で
丁
寧
に
駆
除
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
安
全
・
安
心
に
つ
な
が
る
た

め
の
整
備
や
、
剪
定
し
た
桜
並
木
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
、
西
の
鯖
街
道
で
育
ま
れ

て
き
た
食
文
化
の
継
承
活
動
、
花
木

の
植
樹
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し

て
、
地
域
の
魅
力
と
誇
り
を
高
め
、
将

来
に
わ
た
っ
て
元
気
な
集
落
維
持
の
た

め
に
、み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

林
区
（
鶴
ケ
岡
地
域
）

「
環
境
美
化
と
食
の
継
承
で
活
性
化
」

　

上
平
屋
区
は
人
口
減
少
、
高
齢
化
な

ど
で
、
農
地
保
全
が
困
難
に
な
り
、
ほ

場
法
面
の
草
刈
り
が
大
き
な
負
担
と
な

っ
て
い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
こ
で
環
境
美
化
に
も
効
果
が
あ
る

シ
バ
ザ
ク
ラ
の
植
栽
を
ス
タ
ー
ト
し
２

年
間
で
２
，
２
０
０
本
の
苗
を
植
え
、

今
秋
に
も
さ
ら
に
植
栽
し
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
サ
ロ
ン
活
動
の
充
実
や
伝

統
文
化
の
継
承
に
も
力
を
注
ぎ
、
区
民

が
一
体
と
な
っ
た
事
業
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
ま
す
。

上
平
屋
区
（
平
屋
地
域
）

「
シ
バ
ザ
ク
ラ
の
里
づ
く
り
」

地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て
！

協
働
の
キ
ャ
ン
バ
ス

描こう
みんなで

54
「
地
域
活
性
化
活
動
の
紹
介
」
美
山
地
域
編

　

岩
江
戸
区
に
は
、
美
山
町
の
２
地
区

の
み
で
継
承
さ
れ
て
い
る
八
朔
祭
り
が
今

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
戦
国
時
代

の
山
城
跡
で
あ
る
松
山
城
跡
や
、
室
町

時
代
初
期
の
も
の
と
言
わ
れ
る「
大
般
若

経
」六
百
巻
も
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

松
山
城
に
は
通
称「
殿と

の

屋や

敷し
き

」と
呼
ば

れ
る
館
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
て
お
り
、
今
後
、
調
査
や
勉
強
会

な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

先
人
が
残
さ
れ
た
有
形
無
形
の
財
産

を
区
民
の
誇
り
と
し
て
学
び
、
共
有
す

る
こ
と
で
集
落
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

　

向
山
区
で
は
、
10
年
前
か
ら
ゆ
ず
の

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
数
十
本

の
果
樹
か
ら
品
質
の
良
い
ゆ
ず
の
実
を

活
用
し
、
実
の
販
売
や
新
商
品
の
開
発

な
ど
を
進
め
、
他
の
地
元
農
産
品
と
と

も
に
、
６
次
産
業
化
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も「
ゆ
ず
の
里 

美
山
向
山
」の
ブ

ラ
ン
ド
を
育
て
る
取
り
組
み
を
展
開
し
、

元
気
な
集
落
を
め
ざ
し
ま
す
。

岩
江
戸
区
（
大
野
地
域
）

「
歴
史
と
文
化
の
発
掘
で
活
性
化
」

向
山
区
（
大
野
地
域
）

「
ゆ
ず
の
里
美
山　
向
山
」を
め
ざ
す

地
域
で
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

　

集
落
支
援
員
室

　

℡（
０
７
７
１
）６
８
ー
０
１
０
８

▲研修で鯖街道の歴史を学ぶ区民の皆さん

▲法面に植えられたシバザクラ
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南
丹
市
食
育
推
進
委
員
会

（
事
務
局
：
保
健
医
療
課
）

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

食
は
、

　
　
ひ
と
づ
く
り
、

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

美
山
蓮れ
ん

如に
ょ

滝だ
き
観
光
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園

　

今
回
お
話
を
伺
っ
た
オ
ー
ナ
ー
の
渋し
ぶ

谷や

清き
よ

孝た
か

さ
ん
は
、
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
美

山
」
の
代
表
を
務
め
ら
れ
、
ご
自
身
も

蓮
如
の
滝
の
す
ぐ
近
く
で
、
農
園
を
経

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

美
山
町
平
屋
振
興
会
で
行
わ
れ
て
い

た
「
も
の
づ
く
り
講
座
」
の
参
加
者
か

ら
、
「
美
山
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
作
ら

な
い
か
」
と
声
が
か
か
り
、
観
光
と
も

の
づ
く
り
で
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
こ

う
と
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
美
山
」
を
発
足

さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
17
軒
の
メ
ン
バ
ー
で
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
栽
培
技
術
の
研
修
や
ジ

ャ
ム
や
ソ
ー
ス
な
ど
の
加
工
品
の
生
産

な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

渋
谷
さ
ん
は
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
栽

培
の
ほ
か
に
も
収
穫
体
験
、
地
域
の
観

光
ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と　

　

農
園
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
摘
み
に
来
ら

れ
た
お
客
さ
ん
に
、
旬
の
野
菜
の
収
穫

体
験
も
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
や
ト
マ
ト
な
ど
の
栽
培
も
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

「
お
客
さ
ん
は
子
ど
も
連
れ
の
家
族

が
多
く
、
畑
で
実
際
に
ど
の
よ
う
に
野

菜
が
で
き
て
い
る
の
か
知
ら
な
い
子
ど

も
た
ち
に
、
本
当
の
姿
を
知
っ
て
も
ら

う
機
会
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
。
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲蓮如の滝

▲ブルーベリー園と渋谷オーナー

—44—

　

ま
た
、
「
自
分
で
食
べ
て
お
い
し
い

も
の
を
他
の
人
に
も
味
わ
っ
て
ほ
し

い
」
と
、
化
学
合
成
農
薬
を
使
わ
ず
野

菜
の
品
種
や
栽
培
方
法
に
も
こ
だ
わ
り
、

安
全
な
採
れ
た
て
の
野
菜
の
お
い
し
さ

を
伝
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

◆
今
後
の
展
望

　

渋
谷
さ
ん
は
、
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
美

山
」
だ
け
で
な
く
、
「
京
の
伝
統
野

菜
」
で
美
山
に
し
か
な
い
大
内
か
ぶ
を

特
産
品
に
し
て
い
こ
う
と
「
美
山
大
内

か
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
も
関
わ
り
、

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
１
人
で
は
取
り
組
み
を
広
め
て
い

く
難
し
さ
が
あ
る
が
、
仲
間
が
い
れ
ば

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
楽
し
く
続
け
て
い
け
る
。
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

渋
谷
さ
ん
は
、
以
前
に
北
桑
田
高
校

美
山
分
校
で
教
員
を
さ
れ
て
お
り
、
農

業
や
食
品
製
造
に
つ
い
て
教
え
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

　

退
職
さ
れ
た
後
も
そ
の
経
験
を
活
か

し
、
農
業
を
通
し
て
地
域
振
興
を
し
て

い
こ
う
と
、
も
の
づ
く
り
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
も
そ
の
一
つ

で
、
「
今
年
は
国
連
『
家
族
農
業
の
10

年
（
※
）
』
２
年
目
で
す
。
農
業
専
業

で
は
生
活
が
成
り
立
ち
に
く
い
美
山
で
、

た
と
え
規
模
が
小
さ
く
て
も
、
観
光
と

結
び
つ
け
た
農
業
の
あ
り
方
を
誰
か
が

真
似
を
し
て
く
れ
た
ら
」
と
、
地
域
を

盛
り
上
げ
る
輪
を
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

今
後
も
市
は
、
食
を
通
じ
た
地
域
振

興
の
応
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

※
国
連
は
、
こ
の
家
族
農
業
が
食
料
安
全
保
障
や
貧
困
撲
滅

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
し
て
、
２
０
１
９
年
か

ら
10
年
間
を
「
家
族
農
業
の
10
年
」
と
定
め
た
。

▲トマトとコンパニオンプランツのバジル

▲美山大内かぶプロジェクト
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〜
＋
10
分（
プ
ラ
ス
テ
ン
）か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
〜

̶100̶

お元気ですか？

保健師です。

家
庭
血
圧
っ
て
ご
存
じ
で
す
か
？

血
圧
測
定
は
自
分
で
で
き
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
す

自
分
の
普
段
の
血
圧
は
ど
れ
く
ら
い
？

も
し
か
し
た
ら「
仮
面
高
血
圧
」か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

血
圧
は
24
時
間
変
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
気
温
・
体
調
・
運
動
・
食
事
・

ス
ト
レ
ス
な
ど
で
上
下
し
ま
す
。
高
血

圧
の
中
に
は
夜
間
だ
け
高
い「
夜
間
高

血
圧
」早
朝
に
急
激
に
高
く
な
る「
早
朝

高
血
圧
」な
ど
健
診
で
は
気
づ
き
に
く

い
タ
イ
プ
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は「
仮
面

高
血
圧
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
血
圧
を
測
定
し
ま
し
ょ
う

　

通
常
の
血
圧
管
理
や
仮
面
高
血
圧
を

見
つ
け
る
た
め
に
効
果
的
な
の
が
、
自

動
血
圧
計
を
用
い
た
家
庭
血
圧
測
定
で

す
。
診
察
や
健
診
の
場
面
で
は
血
圧
が

上
が
っ
て
し
ま
う「
白
衣
高
血
圧
」の
人

も
、
家
庭
で
の
測
定
で
し
た
ら
よ
り
実

情
に
あ
っ
た
血
圧
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

 

　
保
健
医
療
課

 　
℡（
０
７
７
１
）６
８
︱
０
０
１
６

な
ぜ
血
圧
が
高
い
と
い
け
な
い
の
？

　

高
血
圧
に
な
る
と
、
血
管
に
負
担
が

か
か
り
続
け
る
た
め
に
血
管
が
傷
つ
き

や
す
く
な
り
動
脈
硬
化
を
促
進
し
ま

す
。硬
く
な
っ
た
血
管
は
詰
ま
っ
た
り
、

破
れ
た
り
し
や
す
く
、
脳
卒
中
や
心
筋

梗
塞
な
ど
の
命
に
か
か
わ
る
病
気
を
引

き
起
こ
す
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
自
分

で
気
づ
く
に
は
家
庭
血
圧
測
定
を
し
て

普
段
の
血
圧
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

治
療
中
の
方
も
測
定
し
ま
し
ょ
う

　

高
血
圧
で
、す
で
に
服
薬
中
の
方
は
、

家
庭
血
圧
が
低
く
な
っ
た
か
ら
と
言
っ

て
自
己
判
断
で
薬
を
や
め
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
血
圧
の
記
録
は
、
主
治
医
に
と

っ
て
薬
の
効
果
を
評
価
す
る
重
要
な
診

断
材
料
に
な
り
ま
す
。
血
圧
測
定
の
結

果
は
記
録
し
、
診
察
時
に
見
て
も
ら
え

る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

一
般
的
に
家
庭
で
の
測
定
値
は
低
め

に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
基
準
値
も
低

く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
診
断
は
医
師

が
行
い
ま
す
。
自
己
判
断
で
一
喜
一
憂

す
る
の
で
は
な
く
、
基
準
値
に
近
い
場

合
は
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

血
圧
測
定
を
生
活
習
慣
の
一
部
に

　

毎
日
測
定
す
る
と
な
る
と
続
け
る
こ

と
を
億
劫
に
感
じ
る
方
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
す
ぐ
記
録
で
き
る
よ
う
に
、
血
圧

計
の
そ
ば
に
カ
レ
ン
ダ
ー
と
ペ
ン
を
一

緒
に
置
い
て
お
く
な
ど
、
や
り
や
す
い

方
法
で
工
夫
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
に
も
血

圧
測
定
の
記
録
を
入
力
し
て
経
過
を
見

ら
れ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
出
て
い
ま
す

の
で
、
楽
し
み
な
が
ら
記
録
で
き
る
方

法
を
見
つ
け
ら
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

「
な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
50
」に
参
加

さ
れ
ま
せ
ん
か
？

　

南
丹
市
で
は
①
健
康
診
断
を
受
け
る

②
市
の
健
康
教
室
・
講
座
に
参
加
す
る

③
個
人
の
健
康
目
標
に
取
り
組
む
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
50
ポ
イ
ン
ト
を
た
め

て
応
募
す
る
と
抽
選
で
記
念
品
が
も
ら

え
ま
す
。「
毎
日
血
圧
測
定
を
す
る
」も

も
ち
ろ
ん
③
に
該
当
し
ま
す
。
詳
し
く

は
南
丹
市
H
Ｐ
も
し
く
は
南
丹
市
保
健

医
療
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

家庭血圧の正しい測り方
測定時刻：起床1時間以内排尿後朝食前と、就寝前の2回
測定回数：１測定に2回測定した平均値が理想
測定前：測定前は座位で１～２分間は安静にする

高血圧の診断基準（単位：ｍｍHg)

収縮期血圧
（最大血圧）

拡張期血圧
（最小血圧）

家庭血圧　 135以上 85以上

診察室血圧 140以上 90以上
指が 1 ～2 本入る
程度の強さで巻く
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情
報
化
が
進
展
し
、
Ａ

Ｉ
な
ど
の
最
新
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
便
利

な
社
会「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

5.0
時
代
」を
生
き
て
い
く
子

ど
も
達
。
情
報
化
の「
影
」の

部
分
を
十
分
理
解
し
た
上

で
、
情
報
社
会
に
積
極
的
に

参
画
す
る
態
度
を
育
て
る
こ

と
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要

と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
校
で
は
、
児
童
の
発

達
段
階
に
応
じ
た
体
系
的
な
情

報
モ
ラ
ル
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
学
校
と
家
庭
が
連
携
し

な
が
ら
、
人
権
に
配
慮
し
た
情
報
モ
ラ

ル
教
育
も
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
６
年
生
は
、
総
務
省
ｅ

ネ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
認
定
講
師

の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、
親
子
人
権
学

習
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
が
ネ
ッ
ト

の
被
害
者
・
加
害
者
に
な
ら
な
い
た
め

に
、
親
子
で
正
し
い
知
識
を
得
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
ね
ら
い
の
も
と
実
施
し
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
時
の
家
庭
内
ル
ー
ル
を
考
え
ま
し

た
。学

習
を
通
し
て
子
ど
も
達
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
便
利
で
楽

し
い
反
面
、
怖
さ
や
犯
罪
が
潜
ん
で

い
る
こ
と
や
、
友
達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ネ
ッ
ト
だ
け
で
は
な

く
、
顔
を
合
わ
せ
て
話
す
こ
と
が
大

切
だ
と
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
保
護
者
か
ら
は「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
ス
マ
ホ
な
ど
の
正
し
い
知
識

を
も
っ
て
子
ど
も
と
接
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
学
べ
た
」「
今
後
携
帯
を
持

つ
で
あ
ろ
う
子
ど
も
と
共
に
、
ル
ー

ル
を
決
め
て
使
っ
て
い
き
た
い
」と
い

っ
た
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
変
化
を
続
け
て
い
く
情
報

手
段
を
子
ど
も
達
が
上
手
に
活

用
し
て
い
け
る
よ
う
、
学
校
と
家
庭
が

連
携
し
な
が
ら
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
行

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

「
毎
日
が
人
権
の
日
」を
合
言
葉
に
児
童

の
人
権
意
識
が
高
ま
る
よ
う
、
日
々
の

授
業
を
通
じ
て
一
人
一
人
の
良
さ
を
生

か
し
、
支
え
合
い
高
ま
り
合
う
教
育
活

動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
園
部
小
学
校　

人
権
教
育
主
任

岩い
わ

﨑さ
き　

友ゆ
う

亮す
け

）

82

▲親子人権学習の様子

みんなで考えよう、情報モラル

拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
一
人
ひ

と
り
が
考
え
、
実
践
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

ま
ず
、
第
一
の
感
染
症
を
防
ぐ

た
め
に「
手
洗
い
」「
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
」な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が
衛
生

行
動
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

第
二
の
感
染
症
に
振
り
回
さ

れ
な
い
た
め
に
は「
気
づ
く
力
」

「
聴
く
力
」「
自
分
を
支
え
る
力
」

を
高
め
、
落
ち
着
い
た
生
活
を
送

り
ま
し
ょ
う
。
第
三
の
感
染
症
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
こ
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
拡
大
し
な

い
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
る
総す

べ

て

の
人
に「
ね
ぎ
ら
い
、
敬
意
」を
払

い
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る

こ
と
を
行
い
、
み
ん
な
が
ひ
と
つ

に
な
っ
て
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を

断
ち
切
り
ま
し
ょ
う
。

（
人
権
政
策
課
）

ふ・れ・あ・い

―第45回―

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
は

「
３
つ
の“
感
染
症
”」と
い
う
顔

が
あ
り
ま
す
。

　

第
一
の“
感
染
症
”は
病
気
そ

の
も
の
で
す
。

　

第
二
の“
感
染
症
”と
は
不
安

と
恐
れ
で
す
。

　

不
安
や
恐
れ
は
人
間
の
生
き

延
び
よ
う
と
す
る
本
能
を
刺
激

し
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
か
か
わ
る

人
を
遠
ざ
け
た
り
差
別
し
た
り

し
ま
す
。　　
　

　

こ
れ
が
第
三
の“
感
染
症
”で

嫌
悪
・
偏
見
・
差
別
で
す
。

　

こ
の
感
染
症
の
怖
さ
は
、
病
気

が
不
安
を
呼
び
、
不
安
が
差
別
を

生
み
、
差
別
が
更
な
る
病
気
の
拡

散
に
つ
な
が
る
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
感
染
症
に
よ
る
差
別

や
偏
見
等
が
生
み
出
す“
負
の
ス

パ
イ
ラ
ル
”を
断
ち
切
り
、
感
染

知
っ
て
い
ま
す
か
？
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の「
３
つ
の
顔
」
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『
ま
っ
て
い
る
。』

  

作  

：
村
上

　康
成

発
行 

：
講
談
社

　人
間
も
動
物
も
植
物
も
、
み
ん

な
何
か
を
待
っ
て
い
ま
す
。
慌
た

だ
し
く
過
ぎ
て
い
く
時
間
を
忘
れ

て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
に

な
れ
る
絵
本
で
す
。

　「
人
生
堂
」
は
悩
み
の
ア
ド
バ

イ
ス
と
一
緒
に
、
数
冊
の
本
を
紹

介
し
て
く
れ
る
素
敵
な
古
書
店
で

す
。　実

在
す
る
本
を
通
し
て
、
生
き

方
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
一

冊
で
す
。

『
未
来
の
自
分
に
出
会
え
る
古
書
店
』

  
作  
：
齋
藤

　孝

発
行 
：
文
藝
春
秋

16広報なんたん10・11月号

事例　自分の留守中に海産物販売業
者から電話があり、妻が出た。業者
に、「以前カタログギフトで海産物
を注文した人へ連絡している。ズワ
イガニを6日後に代引きで送る」と
言われ、妻は事情がわからず承知し
た。帰宅後に妻から話を聞き、電話
の着信履歴に残っていた番号へ電話
し、「注文を取り消したい」と伝え了
承された。キャンセルできた
か不安だ。（60歳代　男性）
（独）国民生活センター見守り新鮮情報第297号より

大
型
絵
本
や
紙
芝
居
も
貸
出
し
て
い
ま
す

〜
読
み
聞
か
せ
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
〜

　

—第70回—
消費生活情報
強引な海産物の

販売勧誘にご用心を！

こ
れ
か
ら
は
鍋
の
お
い
し
い
季
節

強
引
な
カ
ニ
の
勧
誘
電
話
に

ご
用
心

は
、
本
人
に
確
認
し
て
か
ら
返
事
を

す
る
な
ど
、
即
答
せ
ず
に
冷
静
に
対

応
し
ま
し
ょ
う
。

●
勝
手
に
送
り
つ
け
ら
れ
て
き
た
も
の

は
安
易
に
受
け
取
ら
ず
、
宅
配
業
者

に
受
け
取
り
拒
否
す
る
と
伝
え
ま
し

ょ
う
。

●
電
話
や
訪
問
販
売
に
よ
る
勧
誘
を

受
け
て
契
約
し
た
場
合
は
、
契
約
書

を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
以
内
な
ら
ば

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

●
業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
い
な
ど
、

不
安
な
と
き
、
困
っ
た
と
き
は
、
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
購
入
な
ど
で
お

困
り
ご
と
、
不
審
に
思
う
こ
と
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
窓
口
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

℡
１
８
８（
い
や
や
！
）

南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
１
０
０

月
曜
・
火
曜
・
金
曜（
祝
日
は
休
み
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

京
丹
波
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

℡（
０
７
７
１
）８
２
─
３
８
０
３

水
曜
・
木
曜（
祝
日
は
休
み
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

図
書
館
に
大
型
絵
本
や
紙
芝
居

が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？
エ

プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
や
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
お
は
な

し
会
な
ど
の
読
み
聞
か
せ
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

大
型
絵
本
の
大
き
さ
は
子
ど
も

が
手
を
ひ
ろ
げ
た
ぐ
ら
い
で
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
と

っ
て
も
見
え
る
大
き
さ
で
す
。

　

利
用
で
き
る
冊
数
は
個
人
３

冊
、
団
体
５
冊
ま
で
で
す
。

　

貸
出
期
間
は
一
週
間
と
短
い
で

す
が
、
利
用
さ
れ
る
日
程
に
合
わ

せ
て
予
約
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

他
に
も
紙
芝
居
の
舞
台
や
大
き

な
絵
本
を
立
て
る
ラ
ッ
ク
な
ど
も

一
緒
に
貸
出
を
し
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
の
際
は
気
軽
に
職
員
に

お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
カ
ニ
な
ど
の
海
産
物
の
勧
誘
電
話

を
受
け
、
強
引
に
契
約
を
さ
せ
ら
れ

た
、
断
っ
た
の
に
商
品
が
届
い
た
、
キ

ャ
ン
セ
ル
し
た
い
の
に
業
者
と
連
絡
が

取
れ
な
い
、
家
族
が
注
文
し
た
と
思

い
返
事
を
し
て
し
ま
っ
た
、
な
ど
の
相

談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
家
族
が
注
文
し
た
か
不
明
な
場
合

ひ
と
こ
と
助
言

家
族
が
注
文
し
た
か
不
明
な
時
は

本
人
に
確
認
し
て
か
ら
返
答
を
！

電
話
・
訪
問
販
売
を

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
す
る
に
は
・
・
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『
ま
っ
て
い
る
。』

  

作  

：
村
上

　康
成

発
行 

：
講
談
社

　人
間
も
動
物
も
植
物
も
、
み
ん

な
何
か
を
待
っ
て
い
ま
す
。
慌
た

だ
し
く
過
ぎ
て
い
く
時
間
を
忘
れ

て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
に

な
れ
る
絵
本
で
す
。

　「
人
生
堂
」
は
悩
み
の
ア
ド
バ

イ
ス
と
一
緒
に
、
数
冊
の
本
を
紹

介
し
て
く
れ
る
素
敵
な
古
書
店
で

す
。　実

在
す
る
本
を
通
し
て
、
生
き

方
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
一

冊
で
す
。

『
未
来
の
自
分
に
出
会
え
る
古
書
店
』

  

作  

：
齋
藤

　孝

発
行 

：
文
藝
春
秋

17 広報なんたん10・11月号

�

▲大山代表（左）と教室に通う児童（右）

《問い合わせ先》
南丹市社会福祉協議会園部事務所

TEL：（0771）62-4125

　
「
と
金
の
詩
」は
将
棋
教
室
を
開
催

し
、
子
ど
も
た
ち
に
将
棋
を
教
え
て

い
ま
す
。
現
在
は
、
南
丹
市
国
際
交

流
会
館
で
６
名
が
将
棋
の
先
生
と
し

て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ

名
は
将
棋
の「
歩
」の
駒
の
よ
う
に
一

歩
ず
つ
コ
ツ
コ
ツ
と
進
み
、
や
が
て
、

大
き
な
も
の
に
な
る
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

将
棋
教
室
に
は
約
20
名
参
加
し
て

お
り
、
そ
の
多
く
が
小
学
校
低
学
年

の
子
ど
も
た
ち
で
す
。
活
動
は
主
に

子
ど
も
同
士
で
対
局
し
、
先
生
が
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
形
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
他
に
も
詰
め
将
棋
も
行
っ
て
お

り
、
子
供
た
ち
の
考
え
る
力
を
養
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
室
は
実
力
に

よ
っ
て
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
Ｂ
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
お
り
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
で

勝
ち
続
け
る
と
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
上
が

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
に

は
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
上
が
り
、
先
生
た

ち
と
正
々
堂
々
と
対
局
し
て
い
る
小

学
生
も
い
ま
す
。

　

と
金
の
詩
代
表
の
大
山
さ
ん
は

「
将
棋
は
先
を
読
む
力
や
集
中
力
を

養
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の

将
棋
教
室
で
は
あ
い
さ
つ
な
ど
の
マ

ナ
ー
も
教
え
て
い
る
。
将
棋
教
室
に

参
加
し
た
ば
か
り
の
時
は
、
は
し
ゃ

い
で
ば
か
り
い
た
子
ど
も
た
ち
が
今

で
は
自
分
な
り
に
考
え
る
よ
う
に
な

り
、
成
長
し
て
い
る
の
を
実
感
し
て

い
る
」と
活
動
を
通
し
て
の
や
り
が

い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
小
学
校
の
放
課
後
学
習
な
ど
で

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
将
棋
に
触
れ

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
将
棋
大
会
で
勝

ち
上
が
り
、
京
都
代
表
に
な
れ
る
よ

う
な
子
ど
も
を
育
て
た
い
」と
目
標

を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も「
と
金
の
詩
」の
活
動

が
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
後
押
し

し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

活動の様子

先生と小学生が対局しています。

子ども同士で対局しています。

将棋教室に
参加しませんか？

　月2回、南丹市国際交流会館
で将棋教室を開催しています。
　これから将棋を始める人から
経験者まで幅広く募集していま
す。ぜひご参加ください。

※現在は新型コロナウイルス感
染症の関係上、人数制限を設け
ております。

将棋を通して子どもたちを育てる

〜と金の詩〜
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森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：31,180人（−26)
　（男：15,149人

（−4）
・女：16,031人

（−22）
）

●世帯数：14,265世帯（−5)
（令和2年10月1日現在）

（　）内は前月比

　

〇
〇
の
秋
、
と
呼
ば
れ
る
季

節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

取
材
へ
向
か
う
道
中
に
は
秋

を
感
じ
る
も
の
が
溢
れ
て
い
ま

す
。
特
に
紅
葉
見
る
と
つ
い
カ

メ
ラ
を
向
け
て
し
ま
い
た
く
な

り
ま
す
。

　

や
は
り
、
秋
と
い
え
ば「
食

欲
の
秋
」と
い
う
言
葉
が
一
番

に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
自
然
豊

か
な
南
丹
市
で
は
栗
や
柿
な

ど
、
秋
の
味
覚
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
南
丹
市
の

秋
を
堪
能
し
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。�

（
Ｍ
）
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往
年
の
歌
手
船
木
一
夫
に『
修
学
旅
行
』の
歌
が
あ

る
。
古
い
歌
で
ご
存
じ
な
い
方
も
多
い
と
思
う
。「
二

度
と
か
え
ら
ぬ 

思
い
出
乗
せ
て 
ク
ラ
ス
友
達 

肩
よ
せ

あ
え
ば 

ベ
ル
が
鳴
る
鳴
る 

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム 

ラ
ラ
ラ

…　

汽
車
は
ゆ
く 

汽
車
は
ゆ
く 

は
る
ば
る
と 

は
る
ば

る
と 

若
い
ぼ
く
ら
の 

修
学
旅
行
♪
」を
聞
く
と
な
ぜ

か
胸
に
グ
ッ
と
迫
っ
て
く
る
と
知
人
は
言
う
。

　

修
学
旅
行
と
い
う
言
葉
が
初
め
て
教
育
の
法
規
に
用

い
ら
れ
た
の
は
明
治
21
年
で
、
明
治
末
期
に
は
小
学
校

の
高
学
年
に
も
広
く
修
学
旅
行
が
普
及
す
る
に
至
っ
た

と
い
う
。
最
近
は
家
族
旅
行
な
ど
で
遠
方
ま
で
自
由
に

出
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
修
学
旅
行
の
意
義
が
薄

れ
た
と
い
う
声
も
あ
る
。
し
か
し
子
ど
も
た
ち
に
聞
く

と
、
事
前
に
行
き
先
の
学
習
な
ど
の
準
備
を
し
、
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
と
一
緒
に
行
く
修
学
旅
行
は
格
別
と
口
を
そ

ろ
え
る
。

　

と
こ
ろ
が
今
年
は
5
月
に
実
施
予
定
の
市
内
小
・
中

学
校
の
修
学
旅
行
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
延
期
と
な
っ

た
。
早
々
と
中
止
と
決
め
た
市
町
村
も
非
常
に
多
い
。

春
か
ら
の
学
校
行
事
は
中
止
や
規
模
縮
小
が
続
き
最
終

学
年
の
子
供
た
ち
に
は
残
念
な
年
と
な
っ
た
。
そ
れ
だ

け
に「
何
と
か
行
か
せ
て
や
り
た
い
」と
い
う
先
生
方
や

教
育
委
員
会
の
思
い
は
強
い
。
宿
や
旅
行
行
程
見
直

し
、
感
染
予
防
策
の
強
化
が
練
ら
れ
た
。
最
大
の
ネ
ッ

ク
は
万
一
感
染
拡
大
で
直
前
に
中
止
の
場
合
の
キ
ャ
ン

セ
ル
料
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
得
る
う
え
で

も
キ
ャ
ン
セ
ル
料
負
担
を
求
め
る
こ
と
は
厳
し
い
。

　

全
校
分
キ
ャ
ン
セ
ル
料
公
費
負
担
の
場
合
、
金
額
は

非
常
に
大
き
い
。
し
か
し「
行
か
せ
て
や
り
た
い
」と
い

う
思
い
が
ま
さ
っ
た
。
９
月
議
会
で
議
員
の
皆
さ
ん
の

賛
成
を
得
て
予
算
化
で
き
た
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
実

施
に
理
解
を
寄
せ
ら
れ
た
。

　

9
月
24
日
は
本
市
小
・
中
学
12
校
の
先
頭
を
切
っ
て

園
部
中
学
校
3
年
生
が
九
州
方
面
へ
出
発
し
た
。
早
朝

の
中
学
生
の
顔
は
皆
期
待
で
輝
い
て
い
た
。
た
っ
た
1

泊
か
2
泊
の
旅
行
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
得
ら
れ
る
経
験
は

一
生
の
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
で
あ
る
。
良
き
思
い

出
は
き
っ
と
子
ど
も
た
ち
に
前
向
き
に
生
き
る
力
を
与

え
て
く
れ
る
。

▲庭のムクゲの花




